
 
 

パブリックコメント手続結果 

― 市地域協議会 ― 

 

１．意見を求めた事項：第１１次南相馬市交通安全計画（素案） 

２．意見等の募集期間：令和３年１２月１日（水）～１２月２０日（月） 

３．意見提出者：６名 

４．意 見 総 数：７件 

 ※各区地域協議会報告に伴う委員意見 

 （１）鹿島区地域協議会（令和３年１１月１６日（火））：下記意見等№１～２ 

 （２）原町区地域協議会（令和３年１１月１７日（水））：下記意見等№３～４ 

 （３）小高区地域協議会（令和３年１１月１９日（金））：下記意見等№５～７ 

５．地域協議会で寄せられた意見の概要と市の考え方（案） 

№ 意見等 市の考え方 区分 

１ 踏切事故の起きやすい場所の再

確認、構造改良の要望はできる

のか。 

鉄道事業者や国、県などの道路

管理者に対し、各踏切の状況を

踏まえて、必要があれば要望は

可能と考えます。再確認や構造

改良を要望してまいります。 

鹿島区地

域協議会 

２ 高齢者の運転免許証自主返納に

対する取り組みについて伺う。 

本市の事業として、「高齢者運

転免許証自主返納支援事業」と

してタクシー利用券を交付し

ており、更に福島県の事業とし

て、「運転卒業サポート」を行っ

ています。 

鹿島区地

域協議会 

３ 交通安全に関しては、精神論ば

かりではなく、道路整備、交通安

全対策など並行して進めなけれ

ばならない。都市計画とリンク

して進めるべきと考える。 

本計画の「道路交通環境の整

備」に記載のとおり、各道路環

境整備を関係機関と連携し推

進してまいります。 

原町区地

域協議会 

４ 計画の中にＳＤＧｓの目標３と

目標１１の記載があるが、１６

９のターゲットのうち、何にあ

たるのか。 

目標３においては、３の６「２

０２０年までに世界の道路交

通事故による死傷者を半減さ

せる」のターゲット、目標１１

においては、１１の２「２０３

０年までに弱い立場の人々、女

性、子ども、障害者及び高齢者

のニーズに特に配慮し、公共交

通機関の拡大などを通じた交

通の安全性改善により、安全か

つ安価で容易に利用できる、持

続可能な輸送システムへのア

クセスを提供する」をターゲッ

原町区地

域協議会 



 
 

トとして、ＳＤＧｓの目標達成

に貢献していく考えです。 

５ 本計画の計画期間が、令和３年

度から７年度の５年間となって

いるが、令和３年度の上期に計

画を作成するべきではないか。 

交通安全対策基本法によると、

国・県の計画に基づき、市町村

交通安全計画を作成するよう

努めるものとされております。

今回の計画においては、国の計

画公表が令和３年３月末、福島

県の計画公表が令和３年１０

月となったため、この時期での

本市の計画作成となったもの

です。 

小高区地

域協議会 

６ 前回計画との変更点で、目標値

を「年間の交通事故件数」から

「年間の人身事故件数」へ変更

しているが、交通事故件数を減

らさないと人身事故件数は減ら

ないのではないか。 

本市の最上位計画である南相

馬市復興総合計画において、年

間の人身事故件数を成果指標

として記載していることから

変更いたしました。なお、人身

事故件数と交通事故件数につ

いては、比例しているところも

あり、どちらの事故も併せて減

らしていく活動を関係機関・団

体とともに努めてまいります。 

小高区地

域協議会 

７ 高齢運転者のアクセルとブレー

キの踏み間違い防止について、

計画の中に記載はあるか。 

計画の中に「高齢運転者に対す

る交通安全教育等を行うとと

もに、自動車の安全運転支援装

置の設置促進の事業を行うな

ど交通安全対策を講じます。」

と記載をしております。なお、

活動的な高齢者のサポートす

る事業として「安全運転支援装

置設置促進事業助成金」を行っ

ています。 

小高区地

域協議会 
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